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　つづく第 2節では、Four Factors を理解する
際に重要な概念となるポゼッションについて概観
し、第 3節では、Four Factors の概要および計
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《論文》 
Four Factors が勝率に与える影響 
―NBA のスタッツ分析― 
 














 つづく第 2 節では、Four Factors を理解す
る際に重要な概念となるポゼッションについ
て概観し、第 3 節では、Four Factors の概要
および計算式を確認する。第 4 節では、Four 
Factors を含めて、各種スタッツの時系列推移



















時までのことを指す（Kubatko et al., 2007）。 
ボールのコントロールを始めることについ
記号 スタッツ 意味
FGA Field goal attempts フィールドゴール試投数
FGM Field goals made フィールドゴール成功数
3PA 3-point field goals attempts 3点シュート試投数
3PM 3-point field goals made 3点シュート成功数
OREB Offensive rebounds オフェンス・リバウンド数
Opp DREB Opponent Defensive rebounds 相手チームのディフェンス・リバウンド数
TOV Turnovers ターンオーバー数
FTA Free throw attempts フリースロー試投数
FTM Free throws made フリースロー成功数
POSS Possessions ポゼッション数
Opp POSS Opponent Possessions 相手チームのポゼッション数






















































（式 1）。FGA から OREB を減じる箇所が上記の
①の部分に、TOV を加える箇所が上記の②に、
FTA に 0.4を乗じる箇所が上記の③に該当する。




（１）Oliver による初期の Four Factors
　Oliver（2004）は、以下の 4つの側面がチーム
のパフォーマンスを決めるとした。
























































した（式 1）。FGA から OREB を減じる箇所
が上記の①の部分に、TOV を加える箇所が上
記の②に、FTA に 0.4 を乗じる箇所が上記の
③に該当する。なお、Oliver（2004）は FTA






３ Four Factors 
 
（１）Oliver による初期の Four Factors 
 Oliver（2004）は、以下の 4 つの側面がチ
ームのパフォーマンスを決めるとした。 
 
① Shooting percentage from the field
（2 点シュートおよび 3 点シュート
の成功率） 




④ Going to the foul line a lot and 
making the shots（フリースローを
多く獲得すること） 
式1 Possessions（POSS）＝FGA－OREB＋TOV＋0.4 × FTA












 この 4 つの側面は、そのままディフェンス
の要因にもなることを Oliver（2004）は指摘
している。すなわち、相手チームのフィールド





























（２）FTM に注目する Four Factors 
 Oliver は、 Kubatko らとの共著論文
（Kubatko et al., 2007）において、Four 
Factors として以下の 4 つの指標を設けた。
計算式ととともに示す（式 3、式 4、式 5、式
6）。 
 
① Effective field goal percentage （3
点シュートに 1.5 倍の価値を持たせ
て計算したフィールドゴール成功率） 
② Offensive rebounding percentage
（オフェンス・リバウンドの機会に
対する支配率） 
③ Turnovers per possession（1 ポゼッ
ションあたりのターンオーバー数） 








（eFG%）の計算式（式 3）では、分子に 2 点
シュート成功数と 3 点シュート成功数の合計





式3 （FGM + 0.5×3PM）FGA
式4 Offensive rebounding percentage（OREB%） ＝  OREB OREB + Opp DREB
Effective field goal percentage（ eFG%） ＝
式5 Turnovers per possession（TOV/POSS） ＝
式6 Free throw rate（FTM/FGA） ＝




































（２）FTM に注目する Four Factors
　Oliver は、Kubatko らとの共著論文（Kubatko 
et al., 2007）において、Four Factors として以
下の4つの指標を設けた。計算式とともに示す（式
3、式 4、式 5、式 6）。





































のものとすれば、Four Factors ではなく、Five 
Factors にもなりうると述べている。そして、







Baghal 2012；Zuccolotto et al. 2020）においても、
Kubatko et al.（2007）の計算式（式 3、式 4、式 5、
式 6）が使われている。
（３）FTA に注目する Four Factors
　上記までに示してきたように、Oliver による
初期の研究では Four Factors のうち、フリース
ローについては、FTA に注目していた。その後、




オフェンスにおける Four Factors とディフェン













































　 ま た、B リ ー グ が 公 式 HP（https://www.
bleague.jp/） で 2017年 6月 に 公 表 し た
『B.LEAGUE 2016-17 SEASON Technical 
Report』においても、Four Factors が計算され
ている。具体的には下記 4つを指標としている。
Free Throw Rate は FTA を FGA で除して求
めている。
① Effective Field Goal% (eFG%)
② Offensive Rebound Rate (ORR)
③ Turnover Rate (TOR)




Oliver による初期の Four Factors、2）FTM に
注目する Four Factors、3）FTA に注目する











（たとえば、FTM を FGA で除したもの）は検討
されていないということである。
　広義の Four Factors は、フィールドゴール成
功率、オフェンス・リバウンド、ターンオーバー、
フリースローという 4つの側面を指し示し、狭
義の Four Factors は、その研究における計算式





トを求める際に、FTA を FGA で除するのか、







　Kubatko et al.（2007）は、NBA の 1979-80
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（n=480）を Basketball-Reference.com より
























注）〇各チームの値   ━ 30 チームの平均 
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注）〇各チームの値   ━ 30 チームの平均 




注）〇 各チームの値   ━ 30 チームの平均 
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注）〇各チームの値   ━ 30 チームの平均 




注）〇 各チームの値   ━ 30 チームの平均 






















注）〇各チー 　　　  30チームの平均
58
（２）ペースおよび 3点シュートの時系列推移




























Opp MP）を用いれば、相手チームの pace を求
めることができる。この場合、自分のチームの
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注）〇 各チームの値   ━ 30 チームの平均 











1 試合 4 クォーター制で、1 クォーターあたり
12 分であるため、延長戦にならなければ 1 試
合が 48 分で行われることによる。NBA のレ
ギュラーシーズンは 82 試合であるため、延長
戦が一度もなければ各チームにおける選手の










を 5 で割ると、そのチームが 82 試合で何分の
出場時間があったのかについて求めることが
できる。この値を用いて、1 分あたりのポゼッ





Opp MP）を用いれば、相手チームの pace を
求めることができる。この場合、自分のチーム









































注）〇各チームの値   ━ 30 チームの平均 




















POSS + Opp POSS
（MP/5）×2
×48






















注）〇各チームの値   ━ 30 チームの平均 




















POSS + Opp POSS
（MP/5）×2
×48



























































オフェンスにおける Four Factors とディフェン
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注）〇 各チームの値   ━ 30 チームの平均 








































して、オフェ における Four Factors とデ
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 なお、先行研究では、オフェンスの Four 
























エフェクティブ・フィールドゴール・パーセンテージ eFG% (FGM + 0.5 × 3PM)/FGA
1ポゼッションあたりのターンオーバー数 TOV/POSS TOV/POSS




































Factors とディフェンスの Four Factors の両方













　 先 行 研 究（Teramoto and Cross,2010；
Baghal,2012）と同様に、本節でもオフェンスと



































　第一に、広義の Four Factors と狭義の Four 







































β β β β
eFG% .510 ** .514 ** .576 ** .519 **
TOV/POSS -.311 ** -.317 ** -.281 ** -.296 **





Opp eFG% -.500 ** -.510 ** -.512 ** -.515 **
Opp TOV/POSS .245 ** .241 ** .198 ** .219 **
Opp OREB% -.185 ** -.173 ** -.187 ** -.158 **
Opp FTM/FGA -.193 **
Opp FTA/FGA -.173 **
Opp FT% -.081 **
Opp FOUL% -.168 **
R 2 .937 ** .925 ** .913 ** .925 **
** p  < .01
《掲載文の種類》 
Lifelong Learning and Career Studies - 14 -






 本稿の目的は、Four Factors が勝率に与え
る影響を明らかにすることであった。本稿の
結果は下記のようにまとめることができる。 
 第一に、広義のFour Factors と狭義のFour 




義に Four Factors を捉えれば、その研究にお
ける計算式を指し示すことを指摘した。 
 第二に、Four Factors のフリースローにつ
いては、複数の計算式があることを指摘した。
そして、それらを 1）Oliverによる初期のFour 
Factors、2）FTM に注目する Four Factors、
3）FTA に注目する Four Factors に分類した。 
























β β β β
eFG% .682 ** .690 ** .713 ** .693 **
TOV/POSS -.297 ** -.305 ** -.289 ** -.294 **





Opp eFG% -.598 ** -.609 ** -.598 ** -.613 **
Opp TOV/POSS .274 ** .263 ** .242 ** .244 **
Opp OREB% -.171 ** -.159 ** -.187 ** -.145 **
Opp FTM/FGA -.130 **
Opp FTA/FGA -.117 **
Opp FT% -.071 **
Opp FOUL% -.117 **
R 2 .935 ** .927 ** .922 ** .927 **






して、それらを 1）Oliver による初期の Four 
Factors、2）FTM に注目する Four Factors、3）
































チームの Four Factors とともに試合結果を紹
介している。ここでもフリースロー・レートは
FTM を FGA で除して求めている。
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The Effect of Four Factors on the Win Rate
―NBA Stat Analysis―
　This paper discusses the relative importance 
of performance factors in winning basketball 
games in the past 16 years of the NBA 
(between the 2004-2005 and 2019-2020 
seasons). Specifically, we examined the 
contributions of the Four Factors (effective 
field goal percentage, turnover percentage, 
rebound percentage, and free throw rate) to 
winning games in the regular season, using 
a multiple regression analysis. The results 
indicated multiple formulas of the Four Factors 
in basketball free throws: (1) Oliver’s initial 
Four Factors, (2) Four Factors focusing on 
Free Throws Made (FTM/FGA), and (3) Four 
Factors focusing on Free Throw Attempts 
(FTA/FGA). Comparing multiple models, we 
found that the free throw rate using Free 
Throws Made (FTM/FGA) was essential for 
predicting the win rate.
